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公益財団法人 日本健康スポーツ連盟 

 令和 3 年度 

事 業 計 画 書 

 

自：令和 3 年 4 月 1 日 

至：令和 4 年 3 月 31 日 

 

１．事業活動の基本方針 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、すべての事業に大きな打撃

を受けました。 

当年度につきましては、当該感染症が収束することを前提としつつも、安全確保に十

分な配慮を行いながら事業を遂行いたします。 

前年度に引き続き、当年度も健康・スポーツの普及振興に注力し国民の健康増進、体

力づくりを支援する所存でございます。 

そのための事業として①健康増進施設、②人材育成講習会、③健康・スポーツに係る

イベントの３分野を充実し拡大させるとともに財政基盤の安定化を目指します。 

スポーツ・運動を通して国民の健康づくりと活力づくりを幅広く展開するため、健康

・スポーツや体力科学の専門家の協力を得て運動・栄養・休養の一体化や省庁間の健康

施策の連携推進を通して、２１世紀に生きる国民の活力ある肉体と豊かな精神を育み、

気概に満ちた日本の構築に資することを事業活動の基本方針と致します。 

 

２．事業計画の概要 

（１）健康増進施設の充実拡大活動 

    厚生労働大臣認定健康増進施設の新規・更新調査は、健康増進施設のハード、ソフ

ト、サービスの環境整備をすることにより、健康とスポーツの普及振興を図り国民の

積極的な参加を促すことで活力ある生涯スポーツ社会の実現に貢献する。 

健康増進施設調査の質の向上と効率化を図るとともに健康増進施設側のメリット

を周知徹底し、健康増進施設の拡大を推進するため下記の項目に力を入れる。西日本

地区については、当法人の九州支部が主体となる。 

 

① マル適マークの利用の促進を図る。 

マーク利用施設へ、行政等の情報を発信する。 

② 健康増進施設に対して最新の健康情報の提供や新規事業の企画を提案し、また成

功事例等を紹介する。 

③厚生労働科学費研究助成の研究班と連携し、健康増進施設大会や医療費控除制度の
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拡大を行う。 

（健康日本 21推進全国連絡協議会、（公財）日本レクリエーション協会、等の各

団体と連携する。） 

 

（２）人材育成講習会 

超高齢化社会を迎え健康寿命の延伸は最も大きな課題であり、その対策として

介護予防、ロコモ予防、認知症予防などの高齢者対策の重要度が増している。 

    健康・スポーツの指導者には、安全で正しい運動法・健康法の指導、栄養指導はも

とより指導中の緊急時や応急時の心肺蘇生法（AED など）の対応も求められている。 

以上のことを踏まえて、本事業では個々人の目的別のプログラムの提案と実施、ま

た個人の能力や特性にも適切に対応できるより専門的で高度な技能を有した指導者

の育成を目指す。 

幼児から高齢者まで幅広い年齢層に対して正しく安全で安心できる健康･スポーツ

の指導者を養成、普及させることで地域社会に貢献、国民の健康増進に寄与すること

で健康で活力ある長寿社会の実現に貢献する。 

    健康運動指導者の指導能力の向上と多様なニーズに対応できる知識と技術を身に

付けさせるためのスキルアップ研修を全国的に実施する。最新の情報提供など継続的

にサポートする。健康・スポーツの知識や技術が一定の水準に達した指導者を資格認

定する。 

 

①基本的なウオーキングフォームを守ることで慢性的な膝痛や腰痛を引き起こすリス

クを低減できるが、「フィットネス・ウオーキング講習会」では、足腰に過度な衝撃が

加わらないようなウオーキングフォームを指導できる指導者を養成する。 

また、「フィットネス・ノルディック・ウオーキング指導者研修会」ではウオーキン

グに不安がある高齢者や障がい者の運動をサポート、転倒のリスクを大幅に軽減するた

めに効果的、安全性の高いノルディックポールの使ったウオーキングの指導者を養成す

る。受講後はフィットネスウオーキングインストラクターとして資格認定をする。 

②スポーツ振興くじ助成金を活用して「アステップクラブモデル事業」講習会を開催

する。 

③「生涯スポーツトレーナー資格」は 0 歳から１００歳までの動けるカラダづくりを

サポートするトレーナーの資格である。パーソナルトレーナーは主にアスリートのコ

ンディショニングサポートが中心であったが、今後は子供から高齢者までの方々にお

いて、生涯を通じ動けるからだ作りのための指導と技術が提供出来るトレーナーの育

成システムを構築。経験豊富なトレーナーから実践レベルの指導を学び様々な技術、

情報、知識を精査し資格を付与する。 

また、今後生涯スポーツトレーナーを目指す人への有益な健康情報の提供、オンライン
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セミナーの参加や質問ができる ZERO100 会員(仮称)を募集する。 

④車いすを利用している障害者で特にアスリートを目指す方ではない車いすユーザー

が健康に向けて実践するための指導者として「車いすフィットネストレーナー」の資

格講習を実施する。車いすユーザーが生活習慣上の課題を意識しやすく医学的知見に

準拠した情報を提供し運動を実施し、運動習慣の定義によって健康維持を図る人材を

育成することを目的とする。 

⑤「メディカルフィットネス講習会」を開催しメディカルフィットネス施設などの運営

のサポートや情報提供をする。メディカルフィットネス施設の多くは、施設の利用形

態や経営形態が様々であることから施設ごとに運営上において 多くの課題をかかえ、

実際の現場では医者と健康スポーツ指導者との連携がスムーズに稼働しているとは言

えない。メディカルフィットネス施設の運営を側面から 支援するため様々なテーマの

講習会を計画する。 

⑥メディカルフィットネス研究会を設置しディカルフィットネスクラブの拡大のため、

医師などの医療関係者やメディカルフィットネスの有識者、健康増進施設や指定運動

療法施設の運営者などで構成し、メディカルフィットネス講習会のテーマや内容を研

究する。 

⑦当年度より、メディカル・フィットネストレーナーを養成するための資格認定講習会

を実施する。 

メディカルフィットネス施設は全国的にも増加しており、当該施設の利用者の健康増進

や寝たきりの予防に貢献、健康寿命の延伸が期待されている。 

メディカルフィットネスを実施するに当たっては、医師との連携が不可欠であり、また

施設利用者とコミュニケーションを図りつつ、個々の状態に適応した運動療法プログ

ラムを提供できるメディカル・フィットネストレーナーが必須である。 

当資格の普及振興を図るため本養成講習会のカリキュラムを設置した専門学校及び大

学をメディカル・フィットネストレーナーの養成校に指定し協力を得る。 

 

（３）イベント 

スポーツ関連イベントは、老若男女誰でも一般の方が気軽に楽しく健康スポーツに

参加できるプログラム構成とする。特定の競技人口の少ないプログラムはなるべく避

ける。怪我や熱中症などを未然に防ぐためプログラムの計画段階から実施まで、常に

専門家が関与し、運動、安全面に配慮し実施する。例年、秋口に集中していたイベン

トを気候の良い春から初夏にかけての実施を目指す。加えて、開催地域を従来の関東

地区、東北地区に加え、九州地区での実施を目指す。 

 

３．活動事業 

（１）健康増進施設の調査 <公益目的事業>  
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（定款第２章第４条第３号） 

   ① 健康増進施設認定制度にもとづく調査事業 

    イ）新規調査 

      時 期：令和 3 年 4月～令和 4 年 3月 31日 

      施設数：１５施設 

    ロ）更新調査（継続） 

      時 期：令和 3 年 4月～令和 4 年 3月 31日 

      施設数：３０施設 

 

（２）人材育成講習会事業 <公益目的事業> 

   （定款第２章第４条第１号） 

   ① 健康スポーツ指導者の養成並びに資質向上のための講習会の開催 

・ フィットネス･ウオーキング指導者養成講習会 

フィットネス･ウオーキング･インストラクター(ＦＷＩ)の講習会修了者に対

して資格認定する。 

・ フィットネス･ノルディック･ウオーキング指導者研修会 

・ 助成金を活用したアステップクラブモデル事業講習会 

・ ロコモ対策:美立体操指導者講習会 

・ 元気な高齢者対象の筋力トレーニングとストレッチの指導者養成講習会 

・ 健康スポーツセラピストの検定試験 

・ 生涯スポーツトレーナー資格認定 

・ 車いすフィットネストレーナー養成講習会、資格認定 

・ メディカル・フィットネストレーナー養成講習会、資格認定 

・ 健康スポーツセラピスト資格認定 

・ メディカルフィットネス講習会 

・ メディカルフィットネス研究会 

 

② 健康運動指導士受験対策講習会 

健康運動指導士のための受験対策のための講習会、模擬試験を実施する。 

 

   ③ 「保健指導」特定保健指導事業及び地域活性化事業の推進 

健康増進施設との連絡・協力体制を整える。単独施設においても特定保健事業 

    の受け皿として機能できるシステムを構築し事業化を図る。 

当法人の「講習会」を受講した指導者を中心に企業、健康保険組合、地方自治 

体で特定保健指導の指導を実施する。当年度は清瀬市、山武市、白井市に対 

して実施する計画である。 
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特定保健指導は地域の一体感や活力を醸成するとともに生活習慣病の予防と改 

善、健康寿命の維持延伸に寄与し、心身の健康の保持増進にも重要な役割を果た 

す効果が期待される。 

また、地方自治体と連携し、健康・スポーツを通して地域の活性化を図り、当法 

人の九州支部においても地域活性化事業を目指す。 

 

④ 推奨品･認定品の認定 

男女とも平均寿命が延びている一方で、生活習慣病が増加の一途をたどってい 

る。老後も「元気でハツラツ長生き」を実現するためには自分の健康は自分で守 

るという考え方がとても重要である。生活習慣病の予防には、運動・栄養・休養 

の三つの柱が満たされている事が重要であり、生活習慣病は飲酒・喫煙、運動不 

足や栄養のアンバランスなどの長年の生活習慣や疲労の蓄積や精神的なストレス 

が素因となって引起こされてくる病気である。 

健康増進に直接的、間接的に関連するすべての商品・製品及び設備を対象とし、 

食品衛生法等やその他関係法令に適合していることを前提として以下の基準で 

審査し、厳正な審査のうえ合格したものを当法人の推奨品として認定する。 

 

１．手軽に安全安心で効果的な運動に取り組める健康器具。 

２．バランスのとれた食生活が困難な場合など不足した栄養成分を補給し健康 

を維持するための食品。 

３．疲労やストレスを和らげるための器具などの製品。 

 

また、上記の 1～３項の条件に追加して、特に国民の健康維持増進に効果があると

認められた商品･製品及び設備については、厳正な審査のうえ合格したものを当法人

の認定品とする。 

 

推奨品及び認定品は、推奨品･認定品規定に基づき厳正な審査を行い、品質のレベ

ルの高い商品･製品及び設備を推奨及び認定することで広く国民の健康の保持・増進

に寄与する。推奨品及び認定品の認定料収益は公益事業の推進に活用する。 

 

（３）イベント事業＜収益事業＞ 

（定款第２章第４条第６号） 

健康保険組合及び各種団体構成員の健康維持・増進及び医療費削減を目的とした健 

康スポーツイベントの提案・企画・運営の協力を実施する。 

関東と東北地域で実施していたイベント事業を当法人の九州支部での開催を 

目指す。 
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（４）政府機関及び国内関連団体との連携 

   （定款第２章第４条第４号） 

   ① 健康日本 21推進全国連絡協議会への参加（継続） 

     会員として参画。 

   ② 体力つくり国民会議への参加（継続） 

     関係団体として参加。 

③ 生涯スポーツ・体力つくり全国会議への参加（継続） 

     関係団体として参加。 

   ④ 公益財団法人健康・体力づくり事業財団賛助会員 

   ⑤ 公益財団法人日本レクリエーション協会会員（領域団体） 

   ⑥ 一般社団法人日本ウオーキング協会会員 

   ⑦ 特定非営利活動法人日本健康運動指導士協会会員 

   ⑧ その他次の各種団体との連携 

    ・公益財団法人日本スポーツ協会 

    ・公益財団法人日本オリンピック委員会 

    ・公益社団法人日本ボディビル･フィットネス連盟 

    ・公益財団法人笹川スポーツ財団 

    ・公益財団法人日本スポーツクラブ協会 

    ・公益社団法人日本フィットネス協会 

    ・一般社団法人日本スイミングクラブ協会 

    ・一般社団法人日本フィットネス産業協会 

    ・公益財団法人日本ユニセフ協会 

・特定非営利活動法人日本ワールドゲームズ協会 

    ・シニアソフトボール 

 

（５）健康増進及び体力づくりに関するイベントの開催並びにイベントへの参加及び協 

   力 

（定款第２章第４条第６号） 

① 健康日本 21 推進、地方・全国大会及び健やか生活習慣国民運動への協力（継続） 

② 全国レクリエーション大会へ領域加盟団体として協力（継続） 

③ 健康スローピッチソフトボールの普及・大会への協力（継続） 

④ 高齢者の生涯にわたる健康・体力づくり、生きがいづくり、仲間づくりそして地

域間交流を目的とした活動に協力（継続） 

 

（６）健康スポーツに関する広報活動 
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   （定款第２章第４条第６号） 

ホームページの運用。 

ホームページでの健康スポーツの紹介や地域や団体が主催、実施している健康 

スポーツイベントを紹介する。 

 

（７）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

   （定款第２章第４条第６号） 

① 健保組合や自治体等からの講師派遣依頼等に対する健康増進施設への紹介（継

続） 

② その他 

                                     以 上 


